


１，はじめに
長南中学校の沿革

昭和３６年・・・町内唯一の中学校として開校。

令和 ４年・・・小学校併設型中学校となった。

地域
自然豊かで景観の美しい町。
少子高齢化、過疎化が課題。

生徒
協調性に富み、性格も温和
で素直な生徒が多い。

学校教育目標
郷土を愛し、未来を拓く創造的な知性と体力を身に付けた
心豊かな生徒の育成



これまでの研究

【成果】
・どの教科でも「根拠を明確にして書く活動」を意図的に位置づけることができた。
・国語科では、書くことの目的を明確にして言語活動を位置づけ、主体的に表現す
る授業実践ができた。

・書くことに苦手意識がある生徒に、ＩＣＴの効果的な活用を図ることができた。

【課題】

・情報活用能力を育む必要性が感じられた。

・今年度の研究の中に評価についての研究が進められていない。

令和５年度 研究主題「主体的に学び表現する生徒の育成」

～「根拠を明確にして書くこと」の学習を通して～



(１)Ｒ５千葉県標準学力検査より（Ｒ５．３月実施）

国語については、すべての学年が県平均をやや上回り、基礎・基本

が定着していることがうかがえる。

また、どの観点も県平均から大きく下回る観点はなかった。

２，生徒の実態



(２)Ｒ４全国学力・学習
状況調査より（R4.4.19
実施）

・国語の正答率は県・全国と

ほぼ同じ

・読むこと、書くことの観点

が下回っている

・短答式や選択式の正答率は

全国平均に比べて高い

・記述式問題の無回答率が高

い

グラフについては省略



Ｒ５全国学力・学習状況調査より（R5.4.18実施）

・国語の点数は千葉県・全国をやや上回る

・読むこと、書くことの観点はほぼ同点

・記述式問題の無回答率がR４に比べ大幅に減少（ほとんどすべて
の項目で県、全国を上回る）

Ｒ６全国学力・学習状況調査より（R6.4.18実施）

・国語の点数は千葉県・全国をやや下回る

・書くことの観点は全国と同じ程度であった。

・記述式問題の無回答率は県、全国とほぼ同じ



(３)Ｒ5、R6全国学力・学習状況調査の質問紙より

国語の勉強が大切 ９１％(R5)→８６％(R6)

国語の授業の内容が分かる ９４％(R5)→９７％(R6)

国語の勉強が好き ７３％(R5)→６９％(R6)

国語は将来役に立つ ７６％(R5)→９４％(R6)

○自分の考えがうまく伝わるよう資料や文章、話の組み立てな

ど工夫して発表していたか。  ６７％(R5）→ ６９％(R6)

○学んだことを生かしながら、自分の考えを自分の言葉でまと

める活動を行っていたか。   ５５％(R5）→ ６９％(R6）



(４)普段の学習のようすから

真面目な学習態度で落ち着いて学習に臨んでいる。

文章によって説明したり、自分の意見を書くことに苦手意識をもっ
た生徒が多い。感想や作文などは、何をどのように書いてよいのか分
からない生徒が見られる。

長南中の生徒の課題
これまでの学習経験において書くことが少なく、自分の考えを根拠を
挙げたり、構成を工夫したりして表現することができていない。

解決の手立て
書く力を身に付けさせるには、自分の考えをもたせ、何を問われ、何
を書くべきかを生徒自身が理解する必要がある。そのために、各教科
において「条件に合わせて書く」経験を積ませる。



３，課題解決に向けた方策

研究主題

主体的に学び表現する生徒の育成

～根拠を明確にして書くことの学習を通して～

仮説

一人一人が自分の考えを明確にするために、言葉による見方・
考え方を働かせ、考えを形成する場や学び合う場を設定すれば、
主体的に学び表現する生徒が育つだろう。



令和６年度 主な年間計画

4月 全国学力・学習状況調査の実施

 本年度の研究の進め方及び「ちばっ子の学び変革推進事業」について共通理解

  5月 「主体的に学び表現する生徒の育成」に向けた校内研修

  6月 検証授業①（事前調査問題の実施及び授業）

7･８月 全国学力・学習状況調査結果の提供（文科省から）

全教員で調査結果の分析（校内研修）

「根拠を明確にして書くこと」に向けた研修（教科）

  9月 検証授業②（事前・事後調査問題の検討、指導案検討）

10月 学力向上交流会発表原稿作成

11月  「ちばっ子の学び変革推進事業」検証報告（学力向上交流会）
令和７年
  1月 本年度の研究のまとめ、研究状況報告書作成



研究のポイント
（１）学習課題の明確化・・・振り返りシート、学習課題の把握

（２）一人一人の考えを明確化・・・少人数指導、ＩＣＴの活用

（３）学びの過程にフィードバックを取り入れる。生徒と評価基準を

共有し、適切に評価をすることで、学びを調整する力を育む。

（４）ルーブリック評価を取り入れ、基本的な知識を生かし、より発

展的な学びをする力を育む。

主体的に学び表現する生徒が育成できる。



４，実践
（１）教職員の意識改革

①全体研修の実施（Ｒ６．５．１４）

指導主事による「主体的に学び表現する生徒の育成について」の講話





②教職員アンケートの実施（Ｒ５とR６の比較）

これまでの教科指導についての振り返り

Ｑ．自身の教科において、これまでに「自分の意見や考えを書く活動」をしていましたか。

Ｑ．自身の教科でこれまで「根拠を明確にして書く活動」を取り入れていましたか。

R５

R５ R６

R６

「根拠を明確にして書く」と
いう意識が向上した！

すべての教科で
「根拠を明確に
して書く活動」

をさせている。

ほとんどの教員が
「書く活動」を

させている。



教員アンケートの実施（Ｒ５．５．２６）

これまでの教科指導についての振り返り

Ｑ．自身の教科において、「根拠を明確にして書く活動」について、

今後どのような活動ができそうですか。

Ａ．まずは、口頭で根拠をもとに説明する活動を行う。その後は書く活動に。

製作時にポイントとなる点を書き出させる。

レポート作成を積極的に取り入れていく。



③Ｒ５、R６全国学力・学習状況調査の分析

国語の問題を全職員で解き、各教科で取り入れるべき活動を考えた。

英語科でも自分の考え
を英語で表現する活動を
増やしていきたいな。



校内研修の様子

情報活用能力の
必要性

保健だより
も活用できそ
うですよね。

数学科では、どの
ような学習ができま
すかね・・・。

理科だと実験結果
を基に、根拠を明確

に考察を書けますね。

国語科だけでなく、
全校体制で実践するこ

とが大切ですね。



（２）授業実践

①少人数指導の実施による、個の学びに対する支援。

学習内容の明確化をし、きめ細やかな支援体制を確立した。

数学科

自分の考えを
根拠をもとにし
て伝えよう。

どのようにした
らきれいに加工で
きるかな？

どの教科でも、
自分の考えを意識
した学びをしてい
ます。

自分に適した
方法を選んで、
学習を進めよう。

国語科

技術科



②思考を広げるためのICTの活用

効果的にＩＣＴ機器を活用することで、話合い活動を充実させ、自
分の考えを明確化する学びを進めることができた。

個の考えを全体で共有するた
めの思考ツールとしての活用

話合いの根拠を集めるために
調べ学習をする様子

提出された作品の評価を
行う様子

先生の見本を
参考にしてみよう

教師見本の提示や、生徒の書いた
作文を交流する場としての活用



③振り返りシートの活用により、思考の広がりや、次時の学習

課題を明確にする習慣づけを行った。

国語科（２学年）
体育科（３学年）

できる技をよりきれ
いにするために練習し
た。着地や止まるとこ
ろをより完璧に近づけ
る事ができた。

意見と根拠のつな
がりや根拠の質など
に注目して吟味すれ
ばよいと分かった。



④フィードバック過程の実践

国語科（３学年）

同じ単元の中で、
第一次評価をし、
添削をして返却し、
その後、第二次評価
を行った。

Ａ評価を目指し、
何が足りていないの
か振り返るよい機会
になっています。

２回評価してもらえる
から意欲が増しました。

ゴールがはっきりして
いるので授業が理解しや
すいです。

理科のレポート
学習でも同じよう
に２回評価しても
らいました。



⑤ルーブリック評価の実践

国語科（３学年）

学習目標の達成度を
判断するため、【評価
の観点(規準) 】と、
【評価基準】を数段階
に分けて表で示した。

国語科（１学年）

【学びの調整】
学習の見通しをも

ち、自主的に作文の
下書きを進めていた
生徒もいました。



R６年度 国語科検証授業

※国語科で取り組んだ共通事項
①「個別最適な学び」に向けた実践
②学びの過程に「フィードバック」を取り入れる
③「ルーブリック評価」を取り入れる



１年生～「星の花が降るころに」
作者へのファンレターを書こう～

ファンレターを書こう①～構想を考える～

・比喩表現や描写の効果について考える

・「オクリンク」で心情曲線の交流

ファンレターを書こう②～構想メモの作成～

・個別最適な学び（手書き、タブレット選択）

・条件と評価方法の確認 ・教師モデルの提示

ファンレターの条件
・４００字～５００字
・好きな人物、表現  

に着目して書く
・根拠を明確にする

比喩表現や心情曲線
について考え、ファン
レターを書く材料を集
めよう。



１年生 ～「星の花が降るころに」
  作者へのファンレターを書こう～

タブレットは文字が早く
打てるけど、手書きの方が、
相手に気持ちが伝わりそう
だなぁ。

自分ではなかなか気づかな
かったけど、班の人の視点は
勉強になるなぁ。

ファンレターを書こう③～構想を基に書く～

・個別最適な学び ( a.手書き、タブレット選択

b.アドバイスタイム c.個に応じた課題の設定 )

ファンレターを書こう④～仕上げる～

・個別に添削、評価(第一次)→ 班ごとに交流

・各自で推敲 → 完成形を再評価(第二次)

前回Ｂ評価だったか
ら今回は絶対にＡ評価
をとるぞ！

ファンレターが完成
したから、別の課題に
挑戦しようかな。



２年生
～根拠の適切さを考えて意見文を書こう～

意見文を書こう①

～テーマを捉える～

  ・ニュース・新聞記事の紹介

意見文を書こう②～意見の根拠を吟味する～

  ・教師モデルの提示 

・『ルーブリック』の提示

さらに「根拠」をも
う1つ以上、「反論」と
「反論に対する意見」
も書いてみよう。

若い人や子育て世代
を来させるしかない！

長南町から転出しない
政策をとるとよいと思う。



意見文を書こう③

～構成メモを作る～

・オクリンクプラスの活用

意見文を書こう④

～構成メモを読んで反論を考える～

・グループワーク

２年生
～根拠の適切さを考えて意見文を書こう～

意見カードを複製して、最初
と最後において双括型にしよう。

反論を聞いて自分
が気づいていなかっ
た問題点に気づいた。



３年生
～多角的に分析して書こう～

批評文を書こう①～広報からテーマを決める～

・町の広報（過去３年間分）を活用

・「クラスルーム」での広報の共有

批評文を書こう②～構想を立てる～

・『ルーブリック』の提示

・教師モデルの提示

表紙に暗い夜の写真
を使っているのはなん
でだろう？

どうしたらＡ評価
になるのかなぁ。



批評文を書こう③～批評文を書く～

・個別最適な学び（手書き、タブレット選択）

批評文を書こう④～推敲する～

・評価(第一次)→各自で推敲

・完成形を再評価(第二次)

３年生
～多角的に分析して書こう～

私はタブレッ
ト入力の方が書
きやすいな。

タブレットを活用した
添削の方が効率よく添削
ができました。

（担当教員より）

≪タブレット添削の利点≫
１．手元にデータが残り、生徒の変容がとらえやすい。
２．担当教員はいつでも評価ができる。
３．評価の根拠をコメントで入力できる。
４．生徒はいつでも見直し、推敲することができる。



５，成果と課題
【成果】

・どの教科でも「根拠を明確にして書くこと」を意図的に位置づけ、

全職員で共通理解し、課題を明らかにすることができた。

・国語科では、書くことの目的を明確にして言語活動を位置づけ、

主体的に表現する授業実践ができた。

・ＩＣＴの効果的な活用についても、多くの実践をする中で、指導

の幅を広げることができた。

・学びの過程でフィードバック評価を取り入れたことで、よりよい

評価を得ようと自主的に周囲と意見交換する姿が見られた。

・ルーブリック評価を取り入れたことにより、生徒たちから「より

上の評価を目指したい」という肯定的な意見や、学びの調整を図

る生徒が多く見られた。



【課題】

・すべての教科で「根拠を明確にして表現する」学習を位置づける

ことを目指したが、教科の特性上、実践が難しい教科もあった。

・フィードバック過程を取り入れたが、限られた教科のみの実践と

なってしまった。今後は多くの教科で取り入れる方法を検討した

い。

・教師モデルを提示したが、参考にして書いた生徒が多かった一方

で、見本に引っ張られ、オリジナルの作品が書けない生徒がいた

ので、モデルの在り方の検討が必要である。



ご静聴ありがとうございました。
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